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ぱ
定
て
小
絡
に
可
管
出
と
被
思
召
候
慮
、
必
其
面
三
判
茂
心
付
之

併
に
候
。
尤
小
将
た
ど
、
或
佼
等
陀
泣
候
も
の
L
依
、
い
か
に
も

心
底
宜
候
問
も
、
叉
外
遊
之
不
制
刑
法
成
も
の
は
不
成
俄
陀
候
へ
共
、

大
形
外
へ
ん
を
の
み
と
存
候
得
ば
、
心
底
直
り
が
た
〈
候
。
左
様

之
所
心
付
ベ
き
た
め
、
内
外
異
見
之
品
と
御
普
被
選
候
。
惣
じ
て

か
ぎ
り
の
依
は
、
不
依
何
不
可
然
俄
K
被
思
召
候
。
此
品
之
儀
は

多
郡
被
思
召
候
。
せ
が
れ
の
時
分
よ
り
被
召
仕
、
心
底
宜
併
之
者

な
ど
の
内
陀
茂
、
次
第
陀
外
へ
ん
計
を
調
、
内
に
而
は
不
作
法
之

者
共
有
之
桜
花
被
思
召
候
僚
、
左
桜
の
所
心
得
肝
要
陀
被
思
召

候
。
惣
而
異
見
之
口
問
其
心
得
可
有
之
様
被
思
召
候
。
或
老
若
陀
寄
、

其
異
見
之
口
問
替
可
申
儀
に
被
思
召
候
。
若
き
者
共
外
を
ば
質
め
い

に
作
り
候
而
茂
、
心
底
と
迩
申
都
民
候
へ
者
無
詮
事
、
却
而
心
待

感
激
可
憐
成
候
。
惣
別
異
見
之
俄
は
、
一
類
中
と
て
も
、
極
少
之

都
に
も
何
康
度
々
異
見
仕
候
得
者
、
後
陀
は
年
寄
或
異
見
仕
も
の

を
う
と
み
、
出
合
不
申
様
に
成
候
得
ば
、
か
ん
じ
ん
の
異
見
之
刻

不
改
俄
可
有
之
陀
付
、
異
見
之
u
m
其
心
得
可
震
肝
要
と
御
世
田被
遊

候一
、
第
四
ケ
僚
、
組
中
b
封
し
柳
無
政
之
仕
形
有
之
間
数
候
。
此
段

加
賀
滞
御
定

容
十
五

は
紙
面
之
遇
被
思
召
候
。

附
り
、
阿
部
侍
の
筋
目
を
不
失
、
股
孟
に
可
致
支
配
事
。
侍
之
筋

闘
と
申
俄
は
、
各
心
得
之
前
に
被
思
召
候
。
組
中
此
方
四
不
筋
四

成
山
取
を
同
州
候
得
ば
、
必
副
市
敷
風
俗
に
可
成
事
に
候
係
、
共
段
も
般

霊
K
可
致
支
配
依
被
思
召
候
。
其
品
々
仰
ほ
ど
か
れ
が
た
き
所
に

被
思
召
候
。
縦
ば
近
年
病
気
に
而
、
或
湯
治
或
上
京
仕
も
の
共
、

組
頭
方
よ
り
添
留
に
、
隠
者
指
闘
之
怨
付
を
孫
差
上
候
俄
杯
、
か

桜
之
所
侍
之
筋
聞
に
不
被
思
召
候
。
共
病
鉢
組
顔
見
届
承
組
、
或

上
京

・
湯
治
之
儀
可
然
と
致
了
簡
候
は

r
、
隠
者
添
一
m
u
k
及
間
放

慮
、
共
者
之
病
気
妙
弱
者
差
闘
に
あ
ふ
せ
、
組
頭
不
念
な
き
所
之

震
に
仕
出
出
、
筋
目
た
が
ひ
候
儀
に
候
。
留
者
之
書
付
は
設
娘
と
存

所
如
何
敷
候
。
北
ハ
上
病
気
は
、
知
音
之
留
者
願
之
指
闘
頼
候
は
い
晶
、

い
か
で
か
叩
回
付
則
開
放
候
茂
。
左
候
得
ば
、
不
屈
者
陀
而
茂
吟
味

不
立
虎
陀
被
思
召
候
。
此
段
は
た
と
へ
陀
被
仰
問
候
。
明
日
よ
り

留
者
之
添
智
無
用
陀
仕
候
へ
と
の
俄
に
而
は
無
之
被
思
召
候
。
先

其
段
は
前
々
え
ど
と

t
k致
し
世
可
申
候
。
い
か
様
此
段
は
追
而

可
被
仰
波
事
。

一
、
第
五
ケ
保
、
組
之
知
連
々
勝
手
不
如
意
、
此
内
無
用
之
総
物
抑
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